
一般質問一覧表

令和6年第3回定例会

氏　　名順番 質 問 事 項 ・ 質 問 要 旨 ・ 答 弁 者

みらい平駅が開通して来年で２０周年を迎える。本年７月１０日に福岡地区の県道赤浜谷田部線か
らつくば市真瀬に至る約１.０Ｋｍが開通し、広域幹線道路としてのアクセスが更に便利になり、地域
経済の活性化へつながることにも期待をする。
しかし、駅周辺の歩道には雑草が生え、みらい平の住宅地内道路の路面にも亀裂や陥没、舗装不
良が目立ってきている。また、都市軸道路やみらい通り・どんぐり通りの一部では車線が消えかかっ
ているが県への働きかけをしているのか、また、市の道路管理計画はどのようになっているか伺う。

質問事項　小絹コミュニティセンター及びつくばみらい市立図書館小絹分館の運用管理と利用促
進について

1 直井　高宏 1

質問事項　本市における水道事業について

質問要旨

・本市においては、公営水道事業の継続が必要であると判断しているが、市の考えを伺う。
・水道事業における老朽化した設備の更新計画と進捗状況について伺う。
・水道本管設備のループ化計画の進捗状況について伺う。

答弁者　市長・担当部長

2 本間　真由美

1

質問事項　市内小・中学校におけるスクールソーシャルワーカー（SSW）の配置について

質問要旨

市内の小学校や中学校で不登校やいじめなど児童・生徒を取り巻く問題が年々増え続けている。
問題が複雑・多様化した場合、教師のみで対応するには厳しいのではないか。また問題を抱えた
児童・生徒、保護者に対し環境への働きかけや支援体制の構築など、多様な支援方法で問題解決
への対応が必要ではないか。
そこで教育と福祉をつなぐための重要な役割を果たす、スクールソーシャルワーカー（SSW）を市内
の小学校と中学校に配置してはどうかと考えるが、市の見解を伺う。

答弁者　担当部長

2

質問事項　みらい平地区の道路管理計画について

質問要旨

答弁者　担当部長

3 マクキム　洋子

1

質問事項　公立小中学校体育館への空調設備の設置について

質問要旨

体育館は、体育の授業、部活動、様々な集会、更には災害発生時の避難所としても使用される。
近年の猛暑の中では、断熱性がない体育館内の暑さは危険性が極めて高く、熱中症対策だけでな
く避難所の安全対策としても、空調設備を設置する必要がある。
文部科学省では、公立学校の体育館空調設備の設置について、2025年度まで費用の補助率を2
分の1に引き上げて設置を推進しているが、本市の見解を伺う。

答弁者　担当部長

2

質問要旨

文化の向上や生涯学習の場を提供することや、市民にとって交流の拠点となることを目的とする小
絹コミュニティセンター及び市立図書館小絹分館の利用活性化について伺う。

答弁者　担当部長

4 岡本　昌弘

1

質問事項　奨学金返還支援制度の全額肩代わりを推進することについて

質問要旨

・奨学金の返還に苦しんでいる若者の負担を軽減するとともに、地方創生の観点から若者の人材
確保や移住・定住を促進し、未来ある若者のため、奨学金返還支援制度の全額肩代わりの支援を
行っていくべきと思うが、市の見解を伺う。
・政府の「奨学金返還支援制度」の改正の目的は「対象要件」の緩和である。対象者を増やし「地方
創生」や「若者の負担軽減」を行うことで、お金の心配をせずに安心して教育を受けることができる
環境を、少しでも整えていくことが重要であると思うが、本市の見解を伺う。

答弁者　担当部長

2

質問事項　カスタマーハラスメント対策について

質問要旨

・顧客や取引先などから、理不尽な要求や悪質なクレームといった著しい迷惑行為を指す「カスタ
マーハラスメント（以下、カスハラ）」が社会問題化している。
カスハラを禁止する旨の掲示や対策マニュアルの作成、カスハラ防止の基本理念やガイドラインを
作成し、社会全体の共通理解を広げ、相談体制を整えるとともに要綱等で対策を促す姿勢が重要
であると思うが、本市の見解を伺う。

答弁者　担当部長
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2

質問事項　インターネット上の誹謗中傷等の被害者支援・防止に関する対策について

質問要旨

近年、インターネット上の誹謗中傷が社会問題となっていて最悪の場合自死を選ぶなど痛ましい事
件も全国で発生している。本市においても独自に対応できる範囲で早急に実効性のある被害者救
済の為の受皿を設置する必要があると考える。加えて人権を意識したネットリテラシー教育を徹底し
被害者救済及び誹謗中傷防止を目的とした条例の制定が必要と考えるが、市の所見を伺う。

答弁者　担当部長

答弁者　担当部長

6

2

質問事項　農作物における有害鳥獣被害防止対策及び殺処分後の有効利用について

質問要旨

・アライグマなどの特定外来生物による農作物への被害が目立つ。箱罠を設置するたびに、多くの
アライグマが捕獲される。農作物への被害のみならず、家屋への侵入被害や糞尿による悪臭、寄生
虫などの生活被害も散見される。そこで、アライグマによる農作物被害や生息の実態、捕獲頭数な
どについて、現況を伺う。
・シカ科の特定外来生物「キョン」について、本県では褒賞金制度を創設し、キョンの移動・定着防
止に対し、県全体で監視体制を強化する方針を示した。今年４月には、市町村に委ねている有害
鳥獣の捕獲許可権限の対象にキョンを追加している。千葉県に近い本市におけるキョンの対策に
ついて伺う。
・捕獲されたアライグマの処分について現況を伺うとともに、外来生物という生物資源を、毛皮に加
工して、流通させてはどうか。産業振興の観点からも調査研究の余地があると考えるが、市の考えを
伺う。

答弁者　担当部長

吉田　稔之

・今年度上期だけで、坂東市、古河市、守谷市、石岡市等、近隣の自治体において、公金等の不
正利用事案が発生している。これらは、市が事務局をもつ団体の預金口座からの不正引き出しが
主である。そこで、本市がもつ団体について、現況を伺う。
・口座を持たない市民に対する公金の受け渡しについて、本市各部各課における現金での受け渡
しの実態について、現況を伺う。
・今回の４事案以外にも、これまで様々な不祥事が起きているが、本市における不正利用等に対す
る危機管理について伺う。

質問要旨

1

5 小林　芳子

1

質問事項　女性職員の管理職登用について

質問要旨

日本の働く女性の割合は、世界各国と大きな差はないが、管理的立場の女性はいまだ低い水準に
あるのが現状である。「２０２０年までに女性管理職比率３０％突破」という政府目標が先送りされる
中、本市の女性管理職の現状と必要性についてどのように捉えているのか。課題については、どの
ように取り組んでいくのか、登用に向けた今後の市の考えについて伺う。

答弁者　市長・担当部長

3

質問事項　子どもの居場所づくりについて

質問要旨

夏休みに小学生が自由に過ごしたり宿題をしたりすることが出来るように、学校の校舎やコミュニ
ティセンター・公民館等の開放を望む声が多い。以前、一般質問にて要望した移動児童館の運営
や児童館の増設も子ども達の安全な居場所として必要だと思うが、市の考えを伺う。

答弁者　担当部長

質問事項　公金等不正利用防止のための危機管理について
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9

質問要旨

近年、本市でも強盗・空き巣・車の窃盗が多発しており、セキュリティー面の不安を感じる市民の声
が増えてきていることから、市民の安全を守るためにも防犯カメラの増設が必要と考える。
市内の犯罪発生状況や被害の実態、また防犯カメラの設置状況を伺う。
防犯カメラの設置について、市がどのような対応を検討しているのか、その具体的なスケジュールを
伺う。

答弁者　担当部長

2

質問事項　つくばみらい市田村地区（農研機構周辺）の狭あい道路の整備について

質問要旨

中島　督仁

1

質問事項　つくばみらい市が設置する防犯カメラの増設について

近年、みらい平地区の発展の影響もあり、交通量が増えている。交通量の増加に伴い、周辺道路
では度々、渋滞が発生している状況である。そのため、子供の送迎や通勤時に、渋滞を避けること
を目的に、狭あい道路を利用する市民が増えている。
特に、農研機構周辺は、抜け道として利用される方も多く、交通量の増加に伴い、道路の傷みが進
み、道路の両端が欠ける等、道路幅が狭くなった箇所もある。
車のすれ違いや歩行者の安全を確保するため、狭あい道路の整備が必要であると思うが、市の考
えを伺う。

1

質問事項　公立小中学校給食費無償化及び学校給食における食材の地産地消について

質問要旨

本年６月、全国１７９４自治体のうち、全体の約３０％にあたる５４７自治体が、学校給食費無償化実
施と文部科学省から発表された。
保護者の負担軽減策及び子育て支援の一環として、給食費無償化及び給食食材の地産地消等に
ついて、現段階における本市の考えを伺う。

答弁者　担当部長

答弁者　担当部長

以前にも提案させていただいたが、市のトイレにセンシティブなお知らせや広告などの配布できる
資料等を設置し、他人の目を気にせず案内することについて伺う。特に広告については既に行っ
ている掲示による広告料収入とともに、配布物設置による広告料収入も考えられるが、市の考えを
伺う。

答弁者　市長

7 伊藤　正実

1

質問事項　都市軸道路、みらい平地区のガードレールの設置について

質問要旨

みらい平地区の中央を貫いている都市軸道路について、みらい平地区の部分にはガードレールが
ほとんど設置されていない。市内の特に人口密集地であり、子どもも多く住んでいるみらい平地区
であり、この歩道は富士見ヶ丘小学校の通学路にもなっている。県道という事で、市が直接施すこと
は出来ないが、上記状況を踏まえて、県に対しどのような要望を行っているのか、その考えを伺う。

2

質問事項　身寄りのない高齢者への支援策について

質問要旨

一人暮らしの高齢者が増加し、孤独死のリスクが高まっている中、市民の不安解消と生活の質の向
上に向け、自治体における様々な支援活動の必要性が高まっている。
・このような現状を踏まえ、身寄りのない高齢者等への支援策について、本市における取組につい
て伺う。
・身寄りのない高齢者の孤独死に関する対策等について、本市における現状及び今後の取組につ
いて伺う。

答弁者　担当部長

答弁者　市長

2

質問事項　市の管理するトイレにお知らせや広告などの配布資料を設置することについて

質問要旨

8 松本　譲二
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質問事項　市内図書館の一部書店化に向けた取組について

1

飯村　裕一11

・現在、市内には分館も含めて図書館が３館あり、様々なイベントを行っているが、各イベントの参加
者数を伺う。
・本市には現在、書店がなく、全国でも市区町村の約４分の１においても同様に書店がない。このよ
うな状況を憂慮して、経済産業省が書店振興プロジェクトチームを設置した。発展する本市におい
て、書店の出店計画はあるのか伺う。
・書店出店の計画がない場合は、図書館に書店としての機能も持たせるべきと考えるがいかがか。

答弁者　担当部長

2

通告議員１１人　質問２３問

通告を取り下げました。

質問事項　つくばみらい市における自主防災組織の現状について

質問要旨

4

質問要旨

古川　よし枝

特別障害者手当は、精神または身体に著しく重度の障がいを有し、日常生活において常時特別な
介護を必要とする在宅の２０歳以上の方に支給される国の制度で、令和６年は月額２８,８４０円の手
当である。本市の障がい者支援のしおりでは、特別障害者手当について、障害基礎年金１級程度
の障がいが重複、２級程度の障がいが２つ以上重複している方、障害基礎年金１級程度の障がい
が１つあり、日常生活に著しい制限があると判定できる方とある。つまり、障害年金受給者や障害者
手帳の有無にかかわらず、寝たきりで、自分で日常の生活ができず、常に介護が必要な在宅の要
介護４・５程度の方も対象となると解釈できるが、要介護認定者等には周知しているのか。
障害者手帳等を保有していない方の生活動作・能力チェック表を策定し、特別障害者手当の対象
となるのか、判断基準を明確にしてはどうか。

答弁者　

答弁者　担当部長

質問要旨

質問事項　きらくやまふれあいの丘すこやか福祉館内の入浴施設の利用休止について

10

3

質問事項　高齢者の補聴器購入費の助成について

質問要旨

高齢者の補聴器購入費の助成制度を開始する自治体が増加している。
近隣では、つくば市、龍ケ崎市が今年度４月から開始している。高齢者の要望はどこの自治体でも
同じである。実施自治体の制度利用状況を調査し、本市の早期実施を求めるが、市の見解を伺う。

答弁者　担当部長

1

質問事項　特別障害者手当について

質問要旨

今年４月から、すこやか福祉館内の入浴施設の利用ができなくなっているが、その理由や今後の見
通しなどについて、住民への情報提供が少ない。丁寧な情報提供が必要ではないか。

答弁者　担当部長

2

質問事項　救急車の一部有料化について

質問要旨

茨城県は、今年１２月をめどに、救急車で県内の大規模な病院に搬送されても、緊急性がないと医
師が判断した場合、患者から７,７００円以上の「選定療養費」を徴収する方針を明らかにした。実施
されれば、料金徴収を行う病院でのトラブルや判断を行う医師の葛藤等が懸念されるが、何よりも救
急搬送の抑制で重大な事態を引き起こしかねない。市民にどのように周知していくのか。有料化の
見直しを求めたいが、市の見解を伺う。

答弁者　担当部長
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